
JP 2007-114398 A5 2008.12.4

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年12月4日(2008.12.4)

【公開番号】特開2007-114398(P2007-114398A)
【公開日】平成19年5月10日(2007.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2007-017
【出願番号】特願2005-304614(P2005-304614)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３１１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３３１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６８　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月17日(2008.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂と着色剤と離型剤とを少なくとも含有するコア粒子と、前記コア粒子を被覆す
るシェル層とを含む構造を有する電子写真用トナーであって、
　前記コア粒子に含有される結着樹脂の７５質量％以上がポリエステル樹脂Ａであり、前
記シェル層の７５質量％以上がポリエステル樹脂Ｂであり、前記ポリエステル樹脂Ａを構
成するカルボン酸の総量におけるイソフタル酸の割合（モル％）及び前記ポリエステル樹
脂Ｂを構成するカルボン酸の総量におけるイソフタル酸の割合（モル％）が下記式（１）
を満たし、且つ前記ポリエステル樹脂Ａ及び前記ポリエステル樹脂Ｂのソルビリティーパ
ラメータ（ＳＰ値）が下記式（２）を満たす電子写真用トナー。
ポリエステル樹脂Ａにおけるイソフタル酸の割合＞ポリエステル樹脂Ｂにおけるイソフタ
ル酸の割合　　　式（１）
０．１５（Ｊ／ｃｍ３）１／２＜（ポリエステル樹脂ＢのＳＰ値－ポリエステル樹脂Ａの
ＳＰ値）＜１．７（Ｊ／ｃｍ３）１／２　　　式（２）
【請求項２】
　結着樹脂と着色剤と離型剤とを少なくとも含有するコア粒子と、前記コア粒子を被覆す
るシェル層とを含む構造を有する電子写真用トナーであって、
　前記コア粒子に含有される結着樹脂の７５質量％以上がポリエステル樹脂Ｃであり、前
記シェル層の７５質量％以上がポリエステル樹脂Ｄであり、前記ポリエステル樹脂Ｃを構
成するカルボン酸の総量におけるドデセニルコハク酸の割合（モル％）及び前記ポリエス
テル樹脂Ｄを構成するカルボン酸の総量におけるドデセニルコハク酸の割合（モル％）が
下記式（３）を満たし、且つ前記ポリエステル樹脂Ｃ及び前記ポリエステル樹脂Ｄのソル
ビリティーパラメータ（ＳＰ値）が下記式（４）を満たす電子写真用トナー。
ポリエステル樹脂Ｃにおけるドデセニルコハク酸の割合＞ポリエステル樹脂Ｄにおけるド
デセニルコハク酸の割合　　　式（３）
０．１５（Ｊ／ｃｍ３）１／２＜（ポリエステル樹脂ＤのＳＰ値－ポリエステル樹脂Ｃの
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ＳＰ値）＜１．７（Ｊ／ｃｍ３）１／２　　　式（４）
【請求項３】
　クロロホルム可溶分中のＩＰＣ発光分光によるチタン含有量が５～３００ｐｐｍである
請求項１又は２に記載の電子写真用トナー。
【請求項４】
　前記コア粒子中に、結着樹脂として示差走査熱量計で測定される吸熱曲線から解析され
る吸熱ピーク温度が５０～８０℃にあるポリエステル樹脂Ｅをさらに含有する請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の電子写真用トナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　即ち、本発明は、
　＜１＞　結着樹脂と着色剤と離型剤とを少なくとも含有するコア粒子と、前記コア粒子
を被覆するシェル層とを含む構造を有する電子写真用トナーであって、前記コア粒子に含
有される結着樹脂の７５質量％以上がポリエステル樹脂Ａであり、前記シェル層の７５質
量％以上がポリエステル樹脂Ｂであり、前記ポリエステル樹脂Ａを構成するカルボン酸の
総量におけるイソフタル酸の割合（モル％）及び前記ポリエステル樹脂Ｂを構成するカル
ボン酸の総量におけるイソフタル酸の割合（モル％）が下記式（１）を満たし、且つ前記
ポリエステル樹脂Ａ及び前記ポリエステル樹脂Ｂのソルビリティーパラメータ（ＳＰ値）
が下記式（２）を満たす電子写真用トナーである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
ポリエステル樹脂Ａにおけるイソフタル酸の割合＞ポリエステル樹脂Ｂにおけるイソフタ
ル酸の割合　　　式（１）
０．１５（Ｊ／ｃｍ3）1/2＜（ポリエステル樹脂ＢのＳＰ値－ポリエステル樹脂ＡのＳＰ
値）＜１．７（Ｊ／ｃｍ3）1/2　　　式（２）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　＜２＞　結着樹脂と着色剤と離型剤とを少なくとも含有するコア粒子と、前記コア粒子
を被覆するシェル層とを含む構造を有する電子写真用トナーであって、前記コア粒子に含
有される結着樹脂の７５質量％以上がポリエステル樹脂Ｃであり、前記シェル層の７５質
量％以上がポリエステル樹脂Ｄであり、前記ポリエステル樹脂Ｃを構成するカルボン酸の
総量におけるドデセニルコハク酸の割合（モル％）及び前記ポリエステル樹脂Ｄを構成す
るカルボン酸の総量におけるドデセニルコハク酸の割合（モル％）が下記式（３）を満た
し、且つ前記ポリエステル樹脂Ｃ及び前記ポリエステル樹脂Ｄのソルビリティーパラメー
タ（ＳＰ値）が下記式（４）を満たす電子写真用トナーである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
ポリエステル樹脂Ｃにおけるドデセニルコハク酸の割合＞ポリエステル樹脂Ｄにおけるド
デセニルコハク酸の割合　　　式（３）
０．１５（Ｊ／ｃｍ3）1/2＜（ポリエステル樹脂ＤのＳＰ値－ポリエステル樹脂ＣのＳＰ
値）＜１．７（Ｊ／ｃｍ3）1/2　　　式（４）
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